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（趣旨） 

柏崎刈羽原子力発電所が新規制基準に適合すると判断された場合には一日も

早い運転再開を求めることを請願します。  

 

（理由） 

柏崎市議会が昭和４４年３月に原子力発電所の誘致実現に関する決議

をして以来、当地において東京電力㈱柏崎刈羽原子力発電所は地域活性

化の一翼を担ってきました。また原子力発電は資源の乏しい我が国にお

いて貴重なエネルギーとして電力の安定供給を通じて日本の経済発展ひ

いては国民生活の向上に寄与してきました。 

  しかしながら平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に起因す

る福島第一原子力発電所の事故により、全国の原子力発電所は現在運転

停止の状況が続いています。 

  原子力発電停止による電力不足を補うための火力発電偏重は、エネル

ギー供給基盤の脆弱化を招き、日本経済発展の足枷となっています。更

には化石燃料の輸入増加による国富の流出、電気料金値上げによる国民

生活及び事業経営への圧迫、地球環境問題など看過できない状況です。 

  また柏崎地域においても柏崎商工会議所調査によると柏崎刈羽原子力

写 



発電所の運転停止による負の影響は市内全業種に及んでおり、特に商

業・サービス業においては顕著な様相を呈し、かつて無いほどに地域経

済の疲弊が懸念されています。 

ついては当協議会では柏崎地域の今後の振興・発展を望む上で新規制

基準適合による安全確認がなされることを前提に柏崎刈羽原子力発電所

の正常な事業活動は重要であると考え本件を請願します。 

 


